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2018年5月25日

２０１８年３月期 決算説明



２０１８年３月期 業績の概要
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単位：百万円 （ ）内前期比

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

純 利 益

2018年3月期
42,321

(15.2%)

3,103

(23.0%)

3,354

(65.6%)

1,476

(0.6%)
73.85円

2017年3月期
36,730

(△4.1%)

2,522

(△6.9%)

2,025

(△4.9%)

1,467

(△40.6%)
73.45円

売上
• アジアを中心に需要が好調に推移し、射出成形機の販売が伸びたことなどから、

売上高は前期比15.2％増の423億2千1百万円となった。

利益
• 営業利益は、前期比 23％増の 31億3百万円。
• 経常利益は33億5千4百万円（前期比65.6％増）、固定資産の減損損失

7億9千1百万円を計上したことなどにより、当期純利益は14億7千6百万円
（同0.6％増）となった。

２０１８年３月期 連結経営成績
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2017年3月期
実績

2018年3月期 対前期比 対計画比

計画 実績 差異 率 差異 率

射 出 成 形 機 27,638 31,000 32,344 4,706 17.0 1,344 4.3

周 辺 機 器 2,710 2,800 3,001 291 10.7 201 7.2

部 品 5,096 4,900 5,354 258 5.1 454 9.3

金 型 ・ 中 古 機 1,285 1,300 1,050 △234 △18.3 △249 △19.2

そ の 他 569 569 569

売 上 高 合 計 36,730 40,000 42,321 5,590 15.2 2,321 5.8

売 上 総 利 益 10,775 11,400 12,030 1,255 11.7 630 5.5

一 般 管 理 販 売 費 8,252 8,400 8,927 674 8.2 527 6.3

営 業 利 益 2,522 3,000 3,103 580 23.0 103 3.4

経 常 利 益 2,025 3,150 3,354 1,329 65.6 204 6.5

親会社株主に帰属
する四半期純利益

1,467 2,050 1,476 8 0.6 △573 △28.0

国 内 販 売 台 数 855 ― 887 32 3.7 ― ―

輸 出 販 売 台 数 1,928 ― 2,374 446 23.1 ― ―

販 売 台 数 合 計 2,783 3,273 3,261 478 17.2 △12 △0.4

生 産 台 数 合 計 2,635 3,182 3,023 388 14.7 △159 △5.0

連結業績概要 ［前期比及び計画差異］

単位： 百万円、比率％
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17/3実績 日本 アメリカ地域 アジア地域 18/3実績

△699

＋2,041

＋4,248

＋5,590百万円36,730 42,321

外部顧客への売上高の増減

自動車関連およ
びＩＴ関連需要が
堅調に推移

自動車関連等へ
の販売がやや停
滞

中国や東南アジ
アのＩＴ関連・自
動車関連等の需
要が増加

百万円

30,000

20,000

0

アジア地域

8,016

日 本

19,010

アメリカ地域

9,703

10,000

40,000

9,004

12,264

21,052

連結売上高（セグメント別）増減 ［2017年3月期⇒2018年3月期］



6

36,730 

42,321

17/3実績 成形機 周辺機器 部品 金型等 その他 18/3実績

35,000

32,500

0

37,500

40,000

42,500

百万円

△234＋291

＋4,706

＋569

＋5,590百万円
売上高

売上高

＋258

販売台数の増加
（＋451台）

連結売上高（製品別）増減 ［2017年3月期⇒2018年3月期］



7

2,522

3,103

0

1,000

2,000

3,000

4,000

17/3 実績 成形機 周辺機器 部品、金型等 その他 18/3実績

百万円

△884＋99

＋1,205

＋160

＋580百万円

営業利益

営業利益

販売台数増に伴う
利益増加

その他、
管販費

変動費（運搬費、販売
手数料）の増加等

連結営業利益（製品別）増減 ［2017年3月期⇒2018年3月期］
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

17/3 日本 アメリカ地域 アジア地域 18/3

アジア地域

561

アメリカ地域

896

日本

1,027

百万円

日本

＋994

日本

2,022

アメリカ

580

アジア

843

3,4452,486

アメリカ

△316
アジア

＋281

＋959百万円

セグメント利益 セグメント利益

（セグメント間取引消去前）

連結営業利益（セグメント別）増減 [2017年3月期⇒2018年3月期]
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1,000

2,000

3,000

セグメント利益 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引消去 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間修正 連結営業利益

アジア地域

843

アメリカ地域

580

日本

2,022

営業利益

3,103

3,445 △342百万円 3,103

百万円

9

△242

販売子会社
未実現利益(控除)

△99

その他連結修正

（財務諸表 記載額）（セグメント間取引消去前）

連結営業利益 ～セグメント間取引消去
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2,025

3,354

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

17/3実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 18/3実績

＋580

＋603

＋146

＋1,329百万円経常利益

経常利益

17/3期 為替差損 613

18/3期 為替差損 10

＄円レート： 17年 3月末 ￥112.19 ⇒ 18年 3月末 ￥106.24
元円レート： 16年12月末 ￥16.76 ⇒ 17年12月末 ￥17.29

百万円

為替影響以外の
営業外収支の増減

営業利益増に
よる利益増加

連結経常利益の増減 ［2017年3月期⇒2018年3月期］
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

資産の部 負債・純資産の部 資産の部 負債・純資産の部

流動資産
40,990

固定資産
12,758

負債
23,225

純資産
30,523

流動資産
42,427

(＋1,436)

負債
24,798

（＋1,573）

純資産
31,857

（＋1,334）

53,749 56,656＋2,907百万円

2017年3月末 2018年3月末

固定資産
14,229

(＋1,470)

現預金＋1,579
受取手形・売掛金 ＋1,135
商品・製品 △2,090
原材料・貯蔵品 ＋1,318

有形固定資産 ＋1,099
無形固定資産 ＋109
投資その他資産 ＋260

支払手形・買掛金 ＋1,651
未払法人税等 ＋655
長期借入金 △767

利益剰余金＋1,016
為替換算調整勘定＋49

百万円

連結貸借対照表の増減 ［2017年3月末⇒2018年3月末］
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10,857
12,436

期首残高 営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ 換算差額等 期末残高

16,000

12,000

8,000

0

10,000

18,000

14,000

百万円

△2,554

＋4△1,660
＋5,788

＋1,578百万円

投資ＣＦ
有形固定資産の取得 2,357
無形固定資産の取得 229 等

財務ＣＦ
長期借入金の返済 1,174
配当金の支払額 465 等

営業ＣＦ
税金等調整前当期純利益 2,667
売上債権の増加額 1,104
仕入債務の増加額 1,325 等

17/3期
3月末残高

18/3期
3月末残高

連結キャッシュフロー ～現金及び現金同等物の増減～



451

402

395

411

447

268

351

322

565

640

656

618

572

63834

25

40

28

60

61

348

465 394 644

0 500 1,000 1,500

18/3下期

18/3上期

17/3下期

17/3上期

16/3下期

16/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

自動車関連、ＩＴ関連、医療・容器関連の３本柱が、
出荷の大半を占めている。

（2.9%）

（29.7%） （25.2%） （41.2%）

（25.6%） （25.9%） （45.5%）

（3.8%） （28.2%） （28.0%） （40.0%）

（38.7%）

（30.1%） （24.5%） （43.5%）

（24.9%） （34.3%）

（29.7%） （19.8%） （48.4%）

1,564

1,354

1,357

1,314

1,598

1,648

13

（2.1%）

（1.9%）

（2.1%）

（3.9%）

射出成形機の需要先別出荷台数推移（当社）
2018年3月期
➢自動車…国内・海外とも堅調。
➢ＩＴ…国内横這い、海外（特に中国）で好調。
➢医療・容器他…医療機器は国内外とも横ばい、
容器類は国内外とも堅調。

➢家電…海外で堅調。
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射出成形機の受注推移
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476

336

306

321

639

710

726

687

678

540

650

24

40

50

57

68

34

390

323

379

583

543

395

0 500 1,000 1,500 2,000

18/3下期

18/3上期

17/3下期

17/3上期

16/3下期

16/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

（2.0%）

（3.4%）

（31.4%） （27.3%） （38.2%）

（26.7%） （23.0%） （47.0%）

（3.8%） （30.0%） （26.3%） （40.0%）

（2.0%） （22.3%） （37.5%） （38.2%）

（3.1%）

（26.7%） （26.6%） （44.7%）

（27.8%） （21.6%） （47.8%）

1,856

1,813

1,463

1,419

1,208

1,702

（2.8%）

15

・ 2018年3月期下期の受注は 1,856台。 自動車関連や容器類、雑貨は

引き続き堅調を維持。また、中国を中心としたＩＴ関連も復調。

台数ベース構成比は、自動車31％、ＩＴ27％、医療容器他38％、家電3％。

射出成形機の需要先別受注台数推移（当社）



0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2
0
1
1
年
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
2
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
3
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
4
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
5
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
6
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
7
年
1
月
3
月
5
月
7
月
9
月

1
1
月

2
0
1
8
年
1
月
3
月

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000
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受注台数

受注額

国内・アジア地域を中心に高水準な設備需要が持続。毎月３００台前後の受注を確保。
台

タイ水害復興需要

中国ＩＴ
関連需要

中国ＩＴ
(MIM)需要中国LED照明

向け需要

百万円

16

※単体ベース

中国IT需要
の回復持続

射出成形機の地域別受注台数推移（当社）
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２０１９年３月期計画について
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経営方針

１．真のグローバル経営の強化

２．グローバル市場への積極的展開による

販売増強

３．グローバル生産体制の強化

４．グローバルリスク管理体制の強化

２０１９年３月期 経営方針
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中期経営計画 数値目標（売上高・営業利益・売上台数）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

第61期 第62期 第63期

売上高（百万円）

2,000

4,000

0

42,321 40,000

3,000

売上高

２０１８年３月期実績 ２０１９年３月期目標

36,730

2,522

営業利益

２０１７年３月期実績

計画
37,500

3,103

計画
2,700

営業利益（百万円）

一年
前倒し

販売台数 2017年3月期実績 2018年3月期実績 2019年3月期目標

本社工場 1,763 2,023 2,130

中国（太倉）工場 712 937 730

タイ工場 236 301 330

合 計 2,711 3,261 3,190
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単位 ： 百万円、比率％

２０１９年３月期 連結損益計画

2018/3期
実績

2019/3期 連結計画

通期 増減 ％

売 上 高 42,321 45,500 7.5

営 業 利 益 3,103 3,400 9.6

(利益率） 7.3 7.5 －

経 常 利 益 3,354 3,500 4.3

(利益率） 7.9 7.7 －

当 期 純 利 益 1,476 2,200 49.0

(利益率） 3.5 4.8 －

販 売 台 数 3,261 3,917 20.1

生 産 台 数 3,023 3,917 29.6



２０１９年３月期 本社工場等で、内製化推進のためのＱＣ棟建設・工場ﾚｲｱｳﾄ変更、

工作機械の新規導入・更新等を計画。 百万円

２０１８年３月期 実績 ２０１９年３月期 計画

主な設備等 ｿﾌﾄｳｪｱ（営業支援ｼｽﾃﾑ、他）

ﾎﾝﾏ･ﾏﾘﾅﾘｰ事業譲受費用

タイ工場 工作機械取得

米国工場 建設・設備費用

本社工場 ｲﾝﾌﾗ整備、他

金型製作

車両取得

その他機械装置・維持投資等

51

696

22

1,274

46

8

38

275

基幹ｼｽﾃﾑ ｻｰﾊﾞ更新、他

３Ｄ ＣＡＤ関連費用

測定器更新

本社工場

ＱＣ棟建設・ﾚｲｱｳﾄ変更

工作機械新規導入・更新

太倉工場 設備増強

タイ工場 設備機器

日精ﾎﾝﾏﾏｼﾅﾘｰ 設備増強

その他、維持投資等

76

43

49

486

779

400

11

400

157

設備投資総額 2,410 2,401

本社出資 100

減価償却費 773 835

研究開発費 432 337

21

連結設備投資・研究開発計画
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14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3予想

1株当り配当額

１株当り純利益

自己資本利益率

配当性向

年間配当金／配当性向(連結)の推移円

・2019年3月期 年間配当は、1株について25.00円（中間10.00円、期末15.00円）を予定。

％

2014/3月期 2015/3月期 2016/3月期 2017/3月期 2018/3月期
2019/3月期

（予想）

1株当り純利益 76.04円 136.54円 123.77円 73.45円 73.85円 110.07円(予)

1株当り配当額 10.00円 18.00円 18.00円 18.00円 23.00円(予) 25.00円(予)

中間配当 4.00円 5.00円 8.00円 8.00円 13.00円 10.00円(予)

期末配当 6.00円 13.00円 10.00円 10.00円 10.00円(予) 15.00円(予)

配当性向 13.2％ 13.2％ 14.5％ 24.5％ 31.1％ 22.7％(予)

自己資本利益率 6.4％ 10.4％ 8.6％ 4.9％ 4.8％
22

配当について
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トピックス
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メキシコ・ケレタロオフィスで日精スクールを開校

自動車関連を中心に成形加工ユーザーの進
出が相次ぎ、現地工場スタッフの人材不足が
顕著となっていたメキシコで、本年1月、射出
成形に関する様々な技能や知識を習得する
ための教育研修機関「日精スクール」を開校。

2018.1

修了証

実技講習の様子

カスタマーサービスの拡充



2018.2.26
25

３つ目の海外生産拠点 『テキサス工場』が竣工

２０１６年１２月に建設を着工した米国
テキサス場が、本年２月に竣工。
３月より稼動を開始しました。

グローバル生産体制の強化



2018.5.14
26

米国テキサス工場で開所式を開催

グローバル生産体制の強化

３月より稼動を開始した米国テキサス工場で、５月１４日開所式を
開催。２００名近くのお客様に新工場をご見学いただいた後、近隣
のホテルに場所を移し、式典・パーティを執り行いました。
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低圧成形システム「N-SAPLITM」の
ステップアップセミナーを開催

2018.4.17

トピックス

当社独自の低圧成形システム『N-SAPLI』の有効性を
ご理解いただき、同システムを導入いただいている
お客様を対象としたステップアップセミナーを開催。
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Ｃｈｉｎａｐｌａｓ２０１８に出展
（第31回中国国際プラスチック・ゴム工業展示会）

2018.4.24-27

世界の工場であり巨大な消費地でもある中国
市場において、主要業種の自動車・電子部品・
医療機器・化粧品容器業界をターゲットに、
生産の自動化や成形品の高付加価値化を
キーワードとしたソリューション技術を提案。

①中型電気式成形機による自動化提案
（製品取出から自動組立てまで）

②液状シリコーンゴム専用機による防水用途
＆竪型機によるインサート成形を提案

太倉製電気式射出成形機

NEX220ⅢT-50E

展示会情報
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ＮＰＥ２０１８展（米国）に出展

2018.5.7-11

ハイブリッド式射出成形機

FNX460Ⅲ-160A

電気式射出成形機

NEX360Ⅲ-100E

展示会情報

北米最大のプラスチック関連展示会に最新の射出成形機
７台を出展。自動車や容器・日用品等の主要業種に向けた
ターンキーシステム、医療機器分野への小物精密成形、
成形設備のダウンサイジング化、ＩｏＴ時代への対応などの
ソリューション技術を提案。
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ＳＤＧｓ実現に向けて
環境対応とプラスチック
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ＳＤＧｓの実現に向けて

HuffPost Webサイトより
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ＳＤＧｓの実現に向けて

CNN.co.jp Webサイトより
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ＳＤＧｓの実現に向けて

CNN.co.jp Webサイトより
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ＳＤＧｓの実現に向けて

ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標）
２０１５年９月に国連で採択された「持続可能な開発のための２０３０年
アジェンダ」に盛り込まれた世界を良くするための１７の目標。
経済・社会・環境の三側面の向上を目指す中で、日精樹脂が主体的に
行動できることとは何か、真剣に考えてまいります。



35

ＳＤＧｓの実現に向けて

経営理念 “プラスチックをとおして人間社会を豊かにする”

そのために日精樹脂が出来ることは何か？



本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきましては、
現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。
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